
２．事業実施状況 

Ⅰ  公益目的事業１（公１） 

１ 肉用子牛の価格差補てんに関する事業 107,949,003円 

（事業の目的） 

肉用牛繁殖農家の経営安定を目的として、肉用子牛の平均売買価格が国が

示した基準価格を下回った場合に、生産者に補てん金を交付する。 

 

(1) 肉用子牛生産者補給金制度 75,149,397円 

（事業内容） 

 肉用牛繁殖農家の経営安定を目的として、(独)農畜産業振興機構、県から

の補助金（助成金）及び生産者の拠出金により基金を造成した。 

＜事業実施期間＞ 第8業務対象年間（令和7年度～令和11年度） 

（令和7年度実績） 

① 契約戸数：344戸 

② 基金造成額：11,695,200円 

個体登録頭数(令和 7年 1月～令和 7年 12月)     （単位：頭、円） 

 

③ 補給金交付額： 0円  

本県では、対象品種の平均売買価格が保証基準価格を下回らなかったため

補給金の交付はなかった。 

（財源）(独)農畜産業振興機構補助金、生産者拠出金、県補助金 

品  種 
契約 

頭数 

積立 

単価 

生産者積立

金積立額 

負   担   区   分 

機構 佐賀県 生産者 

黒毛和種 7,192 1,600 11,507,200 5,753,600 2,876,800 2,876,800 

褐毛和種 0 6,000 0 0 0 0 

その他の肉専 
0 18,800 

0 0 0 0 
0 20,000 

乳用種 
0 6,800 

0 0 0 0 
0 5,000 

交雑種 
19 3,200 

188,000 94,000 47,000 47,000 
53 2,400 

計 7,264 ― 11,695,200 5,847,600 2,923,800 2,923,800 



 ④ 業務対象年間終了に伴う返還（無事戻し）：63,454,197円 

第7業務対象年間（令和2年度～令和6年度）が終了し積立金に残額が生じ

たことから、生産者及び機構に対し積立頭数に応じ、積立金の返還を行っ

た。また、県分は準備金へ繰り入れた。  （単位：円） 

品種 
内訳 

返還額合計 
機構 佐賀県 生産者 

黒毛和種 31,183,769 15,591,885 15,591,885 62,367,539 

交雑種 543,329 271,664 271,665 1,086,658 

合 計 31,727,098 15,863,549 15,863,550 63,454,197 

 

(2) 肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強化事業 14,081,558円 

（事業内容） 

 肉用子牛生産者補給金制度を適正に運用することを目的に、(独)農畜産業

振興機構から補助を受け、制度の対象となる子牛の登録・確認、事務委託

団体の指導、検討会の開催、子牛の取引状況調査などを行った。 

（令和7年度実績） 

① 事業説明会の開催：1回 

② 現地調査：契約生産者と事務委託先へ調査指導（30回） 

③ 子牛取引状況調査：県内１指定家畜市場 

（業務委託） 

制度内容の周知・連絡、事業申込み、負担金徴収、各種報告などの一部

事務について、5団体に委託した。 

（ＪＡさが、ＪＡからつ、ＪＡ伊万里、佐賀県開拓畜産事業協同組合、 

佐賀県配合飼料価格安定基金協会） 

なお、1頭当たり410円の事務手数料を徴収した。 

（財源）(独)農畜産業振興機構補助金、事務手数料 

 

(3)和子牛生産者臨時経営支援事業 0円 

（事業内容） 

令和4年5月に急落した子牛価格は回復傾向にあるものの、価格が堅調に

推移するまでの間、和子牛生産者のセーフティネットを臨時的に措置し、



肉用子牛生産基盤の安定を図るため、（独）農畜産業振興機構から補助を

受け、四半期ごとの和子牛のブロック別平均価格が発動基準価格を下回っ

た場合にその差額の3／4を支援交付金として交付する。 

（令和7年度実績）  実施なし 

 

(4)優良和子牛生産推進緊急支援事業 16,581,564円 

（事業内容） 

（独）農畜産業振興機構から補助を受け、四半期ごとの和子牛のブロッ

ク別平均価格が発動基準価格を下回ったため、飼養管理向上のための取組

メニューを行う和子牛生産者に対し、奨励金を交付した。 

（令和7年度実績） 

①参加戸数：310戸 

②支援交付金交付額： 14,390,000円 

品種区分 対象期間 
交付金 

単価 
対象者 

対象 

頭数 
合計 

黒毛和種 
令和 7年 

1～3月 
10,000 250 1,439 14,390,000 

 

③事業推進：2,191,564円 

（業務委託） 

制度内容の周知・連絡、参加申込書のとりまとめなどの一部事務につい

て、3団体に委託した。 

（ＪＡさが、ＪＡからつ、ＪＡ伊万里） 

（財源） (独)農畜産業振興機構補助金 

 

(5)和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業 2,136,484円 

（事業内容） 

経営の継続・発展に資する環境の整備を図るため、和子牛産地基盤強化

計画に即して和子牛の産地基盤強化に資する取組を実施する和子牛生産者

に対し推進指導を行った。 



（令和7年度実績） 

① 参加戸数：338戸 

② 支援交付金交付額： 0円 

本県では、対象品種のブロック別平均価格が発動基準を下回らなかった

ため奨励金の交付はなかった。 

③ 事業推進：2,136,484円 

（業務委託） 

制度内容の周知・連絡、参加申込書のとりまとめなどの一部事務につい

て、4団体に委託した。 

（ＪＡさが、ＪＡからつ、ＪＡ伊万里、佐賀県配合飼料価格安定基金協会） 

（財源） (独)農畜産業振興機構補助金 

 

 

 

２ 肉用牛肥育経営の所得補てんに関する事業 559,192,021円 

（事業の目的） 

肉用牛肥育農家の経営安定を目的として、肥育牛1頭当たりの平均粗収益

（販売額）が平均生産費を下回った場合に生産者に補てん金を交付する。 

 

 

(1) 肉用牛肥育経営安定交付金制度 546,661,136円 

（事業内容） 

肉用牛肥育農家の経営安定を目的として、肥育牛1頭当たりの平均粗収益

（販売額）が平均生産費を下回った場合に、(独)農畜産業振興機構からの

補助金及び肥育農家が拠出する基金から、当該期間に販売された牛に対し

てその差額の9割を補てん金として交付した。  

＜事業実施期間＞ 第3業務対象年間（令和7年度～令和9年度） 

（令和7年度実績） 

① 契約戸数：170戸 

 



② 基金造成額：284,647,000円 

 補てん金の交付財源の一部となる積立金の造成を行った。 

(単位：円) 

品種 

第 2業対 第 3業対 

総合計 負担区分 
合計 

負担区分 
合計 

佐賀県 生産者 佐賀県 生産者 

肉専用種 28,500 104,500 133,000 40,800,000 231,200,000 272,000,000 272,133,000 

交雑種 0 0 0 823,400 11,348,600 12,172,000 12,172,000 

乳用種 0 0 0 17,100 324,900 342,000 342,000 

合 計 28,500 104,500 133,000 41,640,500 242,873,500 284,514,000 284,647,000 

造成 

頭数 

令和 7年 2月・3月早出し牛 

・肉専用種  19頭 

・交雑種      0頭 

・乳用種    0頭 

令和 7年 4月～令和 8年 3月 

・肉専用種 27,200頭 

・交雑種     716頭 

・乳用種     16頭 

 

 

③ 補てん金交付：1,449,955円 

 平均粗収益が平均生産費を下回った月において、その差額の９割を(独)農

畜産業振興機構からの交付金及び積立金より契約生産者に交付した。 

(単位：円) 

品種 

第 2業対 第 3業対 

総合計 
区分 

交付金 

合 計 

区分 
交付金 

合 計 
機構 

交付金 

（3/4） 

積立金 

（1/4） 

機構 

交付金 

（3/4） 

積立金 

（1/4） 

肉専用種 0 0 0 0 0 0 0 

交雑種 0 0 0 754,461 251,494 1,005,955 1,005,955 

乳用種 64,100 21,368 85,468 268,897 89,635 358,532 444,000 

合 計 64,100 21,368 85,468 1,023,358 341,129 1,364,487 1,449,955 

対象頭数 

令和 7年 1月精算払～3月精算払 

・肉専用種   0頭 

・交雑種      0頭 

・乳用種    5頭 

令和 7年 4月～令和 8年 1月概算払 

・肉専用種  0頭 

・交雑種    120頭 

・乳用種  9頭 

 

（財源）(独)農畜産業振興機構補助金、生産者拠出金、県補助金 

 

 

 



 ④ 業務対象年間終了に伴う返還（無事戻し）：260,564,181円 

 第2業務対象年間（令和4年度～令和6年度）が終了し積立金に残額が生じ

たことから、生産者及び県に対し積立割合に応じ、積立金の返還を行った。               

（単位：円） 

品種 
内訳 

返還額合計 
佐賀県 生産者 

肉専用種 31,772,140 205,089,342 236,861,482 

交雑種 1,631,797 21,747,934 23,379,731 

乳用種 21,479 301,489 322,968 

合 計 33,425,416 227,138,765 260,564,181 

 

 

(2) 肉用牛肥育経営安定交付金制度に係る業務委託事業 12,530,885円 

（事業内容） 

(独)農畜産業振興機構から委託を受け、対象となる肥育牛の登録・販売確

認、事務委託団体の指導、推進会議の開催などを行い、肉用牛肥育経営安定

交付金制度の適正な運営を図った。 

（令和7年度実績） 

① 推進会議の開催：1回 

② 現地調査：契約生産者と事務委託先へ調査指導（14回） 

（事務委託） 

制度内容の周知・連絡、事業申込み、農家拠出金徴収、各種報告など一部事

務について、５団体に委託した。 

（ＪＡさが、ＪＡからつ、ＪＡ伊万里、佐賀県開拓畜産事業協同組合、 

 佐賀県配合飼料価格安定基金協会） 

なお、1頭当たり 500円の事務手数料を徴収した。 

（財源） (独)農畜産業振興機構委託費、事務手数料 

 

 

 

 



(3) 佐賀牛等肥育素牛導入緊急対策事業  0円 

（事業内容） 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、牛枝肉価格が急激に下落して

いることから、肉用牛の生産を維持するため、肥育素牛の導入に係る奨励

金を交付することで、肉用牛肥育農家の営農意欲の維持や経営の安定化を

図る。 

（令和7年度実績）  実施なし 

 

 

３ 養豚経営の所得補てんに関する事業 

（事業の目的） 

養豚農家の経営安定を目的として、(独)農畜産業振興機構、県からの補

助金及び生産者の拠出金により基金を造成し、肥育豚1頭当たりの平均粗収

益（販売額）が平均生産費を下回った場合に、(独）農畜産業振興機構が生

産者に補てん金を交付する。 

 

(1) 養豚経営安定交付金制度に係る連絡調整等委託業務  0円 

（事業内容） 

当協会は交付を行わないが、（独）農畜産業振興機構が行う「養豚経営安

定対策事業」について普及推進を行う。 

（令和7年度実績） 実施なし  



Ⅱ  公益目的事業２（公２） 

１ 畜産の経営指導に関する事業 18,015,991円 

（事業の目的） 

畜産経営の育成と安定向上を目的として、畜産農家に対して、関係機関・

団体と支援チームを構成し、経営診断による助言・指導及び畜産特別資金借

入農家の経営指導などを行う。 

 

（1）畜産経営技術高度化推進事業 4,500,000円 

（事業内容） 

生産性、収益性の高い畜産経営体を育成することを目的として、畜産農家

に対して、畜産の各分野の専門家による支援チームにより経営診断による助

言・指導、技術研修会の開催、技術情報提供及び相談活動などを行った。 

（令和7年度実績） 

① 支援チーム検討会：10回 

② 経営診断：28件、事後指導：33件、ワンポイント10件 

団 体 名 
診断 

件数 

内 訳 

酪農 
繁殖 

（一貫を含む） 
肥育 

（一貫を含む） 
養豚 

佐賀県農協 5  3 2  

唐津農協 8 1 4 3  

伊万里市農協 14  1 13  

商系 1    1 

合 計 28 1 8 18 1 

③ 経営改善研修会 

開催日 集団名 出席者数 

令和 7年 7月 15日 県域 81名 

（財源）県委託費 

 

（2）畜産特別資金等推進指導事業 7,151,683円 

（事業内容） 

畜産特別資金借受者の経営改善を目的として、同資金借受者及びその融資

機関に対して、経営改善計画の作成指導や達成指導を行った。 



（令和7年度実績） 

① 支援協議会の開催：4回 

② 融資機関への助言指導：3融資機関 

③ 経営改善計画の作成、見直し、達成指導 

（見直し指導：1戸、濃密指導：6戸、改善計画達成指導：1戸、重点農家指導：1戸） 

④ 畜特資金借入者の実績点検調査：2回、経営改善状況調査：1回 

（財源）（公社）中央畜産会補助金 

 

（3）畜産経営指導体制支援事業 6,364,308円 

（事業内容） 

畜産振興を目的として、畜産関係機関・団体と連携し、地域畜産の活性

化、収益性の高い畜産経営実現並びに安全かつ安定的な食の供給のための事

業の推進を行った。 

（令和7年度実績） 

① 畜産経営の支援体制強化を図るための事業の推進 

② 地域畜産の活性化、安全かつ安定的食の供給のための事業の推進 

（財源）地方競馬全国協会補助金 

 

 

２ 畜産の経営支援に関する事業 4,008,281円 

（事業の目的） 

畜産経営の生産基盤の強化、安定向上及び地域の畜産振興を目的として、

畜産クラスター協議会や楽酪応援会議に参画する生産者に経営支援を行う。 

 

（1）肉用牛経営安定対策補完事業 

（地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業） 0円 

（事業内容） 

地域の繁殖基盤の強化と地域の活性化を目的として、生産者集団等に対し

て、能力の高い繁殖雌牛の増頭・導入に対し奨励金を交付する。 

（令和7年度実績） 実施なし 

 



（2）畜産経営災害総合対策緊急支援事業 0円 

（事業内容） 

 豪雨等災害により被災した生産者の安定的な経営継続を目的に、牛舎、飼

養管理の付帯施設・機械等の補修・改修等を支援する。 

（令和7年度実績）   実施なし（補助対象となる災害の発生無し） 

（財源）（独）農畜産業振興機構補助金 

 

（3）畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）1,968,000円 

（事業内容） 

畜産経営の収益性を向上させるため、機械導入事業（リース事業）に係る

県窓口団体として、事業の円滑な推進を図った。 

（令和7年度実績） 

① 県内における事業の推進業務 

② 県内における事業参加要望書及び事業参加申請書の取りまとめ業務 

③ 県との協議に係る窓口業務 

④ 県内における事業の執行に係る連絡・調整、データ整理及び調査業務 

≪参考≫ 令和 7年度要望           （単位：人、基、円） 

協議会 取組主体数 機械数 機械価格（税抜） 

2 2 9 103,553,000 

（財源）（公社）中央畜産会委託費 

 

（4）畜産経営体生産性向上対策事業 162,123円 

（事業内容） 

酪農家や肉用牛農家の労働負担軽減、生産性向上のために協議会等が取

り組む搾乳ロボット・ＡＩ・ＩＯＴ等の先端技術の機械導入事業（リー

ス）に係る県窓口団体として、事業の円滑な推進を図った。 

（令和7年度実績） 

① 普及推進業務 

ア 県内における事業推進会議の開催、現地関係機関への普及説明等の実施 

イ 県、関係機関・協議会等との連絡調整の実施 

ウ 要望調査票及び実施計画書のとりまとめの実施 



エ 過年度事業対象者の現地指導確認の実施 

（財源）（公社）中央畜産会委託費 

 

（5）酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業 575,858円 

（事業内容） 

酪農家における労働負担軽減に資する省力化機械装置の導入（リース事

業）と一体的な施設の整備に係る県窓口団体として、事業の円滑な推進を

図った。 

（令和7年度実績） 

① 普及推進業務 

ア 県内における事業推進会議の開催、現地関係機関への普及説明等の実施 

イ 県、関係機関・協議会等との連絡調整の実施 

ウ 要望調査票及び実施計画書のとりまとめの実施 

（財源）（公社）中央畜産会委託費 

 

（6）優良繁殖雌牛更新加速化事業 1,302,300円 

（事業内容） 

肉用牛の生産基盤拡大の強化と輸出拡大を目指すため、繁殖農家等が、畜

産クラスター計画に基づき、優良な和牛繁殖雌牛を増頭する場合に、飼養規

模や増頭実績に応じた奨励金が交付された。 

（令和7年度実績） 

① 県内における事業の推進業務 

② 県内における事業要望書及び増頭計画書の取りまとめ業務 

③ 補助金交付申請等業務の執行等に係る書類の確認及び送付業務 

④ 取組主体との協議に係る窓口業務 

⑤ 県内における事業の執行に係る連絡・調整、データ整理及び調査業務 

⑥ その他全国協会会長が必要と認める業務 

（財源）（一社）全国肉用牛振興基金協会委託費 

 

 

 



≪参考≫ 奨励金実績額等  

区分 戸数（戸） 頭数（頭） 奨励金額（円） 

奨励金 44 82 8,300,000 

  ※奨励金は、全国肉用牛振興基金協会からＪＡを経由して生産者へ交付 

 

（7）肥育牛経営等緊急支援特別対策事業（肥育生産支援事業） 0円 

（事業内容） 

新型コロナウイルス感染拡大の影響による国内外の需要減少により牛枝肉

価格が低下しているため、経営体質の強化を図るために肥育牛経営強化計画

を策定した肥育農家に対して、経営体質強化メニュー数、牛枝肉価格の下落

割合及び出荷頭数に応じた奨励金を交付する。 

（令和7年度実績）   実施なし 

 

３ 畜産に関する調査研究及び情報提供に関する事業 10,850,660円 

（事業の目的） 

畜産経営の技術向上を目的として、畜産協会が有する畜産経営調査に必要

な知識とこれまでの経験を生かし、畜産の経営事例や生産技術などに関する

調査を行うとともに、畜産農家や畜産関係者への指導助言や情報提供を行

う。 

 

（1）畜産クラスター全国推進事業に係る実態調査事業 1,760,000円 

（事業内容） 

中央畜産会が取りまとめる畜産経営の実態調査のために、経営内容や生産

技術が優秀な畜産農家を対象とした経営状況調査を行った。 

（令和7年度実績） 

① 経営状況調査：22件 

（財源）（公社）中央畜産会請負費 

 

 

 

 



（2）生産技術情報提供事業 3,055,000円 

（事業内容） 

家畜の生産性向上を図るために酪農、肉用牛経営の生産性に係るデータの

収集・分析を行うとともに、それに基づく技術指導を実施した。 

（令和7年度実績） 

① 指導戸数：41戸 

（財源）（公社）中央畜産会請負費 

 

（3）地域畜産関係情報提供事業 4,709,770円 

（事業内容） 

本県の畜産物の生産状況、協会の事業概況やイベント等を協会のホームぺ

ージや関係機関の情報誌等に情報提供を行い、本県畜産の理解を醸成すると

ともに県産畜産物の消費拡大を図った。 

（令和7年度実績） 

① ホームページアクセス数：12,063回 

② 家畜セリ市名簿への情報提供：12回 

③ 畜産物消費拡大チラシ作成（1回） 

④ 関係機関等発行の情報誌への掲載（4回） 

（財源）地方競馬全国協会補助金 

 

（4）貸付事業指導等事業 215,890円 

（事業内容） 

 畜産農家の経営改善を目的として、（公財）畜産近代化リース協会から

県内畜産農家に貸付けられた施設・機械の確認及び管理状況調査を実施

し、貸付施設等の効率的な活用や新規貸付者の掘り起こしを行った。 

（令和7年度実績） 

調査農家数 調査基数（基） 

4 4 

（財源）（公財）畜産近代化リース協会委託費 

 

 



（5）課題解決サポート事業 110,000円 

（事業内容） 

日本政策金融公庫資金借入農家の経営改善を目的として、借入農家の経

営内容を調査し、経営改善計画達成に向けて支援する。 

（令和7年度実績） 

実施件数 1件 

（財源）（公社）中央畜産会委託費 

 

（6）畜産物輸出対応生産円滑化緊急対策事業 1,000,000円 

（事業内容） 

2030年の農林水産物・食品の輸出目標達成のためには、輸出先国の規制

に沿った飼養衛生管理やアニマルウェルフェアへの対応等、生産段階での

対応が必要であり、生産者の理解醸成や意識向上が急務となっている。こ

のため、一般社団法人日本畜産物輸出促進協会の委託を受け、県と緊密な

連携の下に畜産物輸出に対する生産者の理解醸成等を図り、もって畜産輸

出の促進に資した。 

（令和 7年度実績） 

①輸出相談窓口の設置 

②会議の開催：1回 

（財源）（一社）日本畜産物輸出促進協会委託費 

 

４ 生産者並びに団体への活動支援に関する事業 3,230,000円 

（事業の目的） 

担い手育成や畜産の活性化のために活動を行っている生産者団体の組織強

化を図るため、研修会等の開催を行った。 

 

(1) 地域畜産支援指導等体制強化事業 3,230,000円 

（事業内容） 

畜産経営の中核的役割への女性参画の拡大と女性の地位向上を図るため、

女性自身の経営能力の向上とともに女性経営者の育成及び女性の能力発揮に

向けた関係者の意識改革とサポート体制の強化等を図った。 



（令和7年度実績） 

① 研修会の開催：2回 

② 畜産経営相談窓口の設置 

③ 畜産フェアの開催：2回 

④ 冠レースの開催：1回 

（財源）（公社）中央畜産会委託費  



Ⅲ  公益目的事業３（公３） 

 

１ 家畜伝染性疾病の予防接種及び予防措置に関する事業 37,422,061円 

（事業の目的） 

家畜の伝染性疾病の予防、ひいては公衆衛生の向上を目的に、県の指導や

獣医師の協力を得て、畜産農家に対して、予防接種の実施や適切な死亡牛処

理等を推進する。 

（1）家畜生産農場衛生対策事業 11,494,357円 (内補助金額 2,069,980円) 

（事業内容） 

畜産経営への影響が大きい家畜伝染病である牛のヨーネ病、牛ウイルス性

下痢（以下「BVD」）、牛伝染性リンパ腫の清浄化対策を支援するととも

に、獣医師による農場衛生指導の実施や、吸血昆虫により媒介されるアカバ

ネ病等の予防接種等の支援を行い畜産経営の安定を図った。 

（令和7年度実績） 

① 疾病清浄化支援対策 1,105,948円 

ア ヨーネ病対策 

a 検討会の開催   1回 

b 検査費の助成   1戸 15頭 

c とう汰費の助成  1戸 1頭 

イ  ＢＶＤ対策 

a 検討会の開催   1回 

b 検査費の助成    4戸 132頭 

ウ 牛伝染性リンパ腫対策 

a 検討会の開催   1回 

b 検査費の助成   7戸 50頭 

② 農場飼養衛生管理強化・疾病流行防止支援対策  964,032円  

ア 疾病流行防止支援対策 

区 分 回数･頭数 事業費(円) 
うち国庫 

補助額(円) 

うち生産者 

負担金(円) 

ﾜｸﾁﾝ策定会議 1回 6,419 6,419 0 

牛異常産 3混 

ワクチン接種 
0頭 0 0 0 

牛異常産 4混 

ワクチン接種 
4,639頭 9,547,062 593,792 8,953,270 

合 計 － 9,553,481 600,211 8,953,270 



事業推進 363,821円 

 （財源）国庫補助金、生産者負担金 

 

（2）予防接種事業 19,305,215円  

（事業内容） 

 畜産経営への影響が大きい家畜伝染性疾病の発生予防を目的に、農家の

負担金を財源とし、家畜への予防接種を行った。 

事業は県内各地域の家畜自衛防疫団体と連携して実施し、協会がまとめ

てワクチンを購入し、予防接種は、協会と契約した指定獣医師の協力を得

て実施した。 

（令和7年度実績） 

予防接種頭羽数               (単位:頭、羽、円) 

 ワクチン名 接種頭羽数   実績額 

牛 

イバラキ病 1,630 1,377,350 

牛５混 6,307 11,194,925 

牛ヘモフィルス感染症 6,316 6,221,260 

牛５混不活化 0 0 

牛６混 0 0 

ＴＳＶ-３ 0 0 

豚 
豚丹毒（生） 149 29,800 

日脳・豚パルボ 0 0 

鶏 
ＮＤ 238,000 226,100 

ＮＤＩＢ 87,000 255,780 

 合 計 － 19,305,215 

 （財源）生産者負担金 

 

（3）牛疾病検査円滑化推進対策事業 340,799円 

（事業内容） 

死亡牛のＢＳＥ検査の円滑な推進を図るため、畜産農家が負担する経費の

一部を国からの補助を受け、畜産協会が助成した。 

 



（令和7年度実績） 

① 死亡牛適正処理推進協議会の開催  1回 

② 死亡牛処理経費の一部補助 

 特定症状や歩行困難、起立不能等を呈しており、その症状からBSEを 

否定できない牛のみが対象牛。 

 

ア 検査促進費 

BSE検査の要否を判断する者に対し、判断に必要となる生前情報を事業 

対象農家等が提供することを促進するために助成し、BSEの症状が疑われる 

死亡牛の生前情報を提供した農家にのみ行った。なお、生前情報の提供の有

無は、死亡牛処理整理票等において確認した。 

 

イ 検体提供費 

BSE検査実施に伴う、農場からBSE検査用の検体を採材する施設までの輸送 

費に相当する額の助成を行う費用。なお、実費での補助を行う場合、真の 

かかり増し経費の算定が困難であることから、検体提供費は定額の補助とする。 

  

死亡牛検査処理安定化対策内訳       (単位:頭、円) 

区 分 実績頭数 単価 補助金額 

検査促進費 2 6,000 12,000 

検体提供費 2 6,000 12,000 

  計 （2）  ― 24,000 

 （財源）国庫補助金 

 

（4）馬防疫強化地域推進対策事業 636,000円 

（事業内容） 

乗用馬等（競走馬以外）の馬インフルエンザの発生予防を目的に、馬イン

フルエンザワクチン接種を推進し、畜産農家が負担する経費の一部を中央畜

産会からの補助を受け、畜産協会が助成した。 

（令和7年度実績） 

① 馬ワクチン接種等地域推進対策検討会開催 1回 

② 馬インフルエンザワクチン予防接種 24頭 

 （財源）(公社)中央畜産会補助金 

 



（5）予防注射事故対策事業  0円 

（事業内容） 

   畜産協会が実施した予防注射において、予防注射事故が発生した場合

に、見舞金を交付する。 

（令和7年度実績） 実施なし 

 （財源）畜産協会単独 

 

（6）家畜衛生防疫対策事業 5,645,690円 

（事業内容） 

畜産振興を目的として、畜産協会が実施する家畜衛生関連対策の推進を

行った。 

（令和7年度実績） 

① 家畜の伝染性疾病予防対策 

② 予防接種や衛生指導 

 （財源）地方競馬全国協会補助金 

 

（7）アフリカ豚コレラ侵入防止緊急支援事業  0円 

（事業内容） 

養豚農場における野生動物の侵入防護柵を整備し、家畜伝染病の予防措置

を図るため、その防護柵の整備をする場合に負担の軽減を図るため必要な費

用を助成する。 

（令和7年度実績） 実施なし 

（財源）独立行政法人農畜産業振興機構補助金 

 

（8）佐賀県消費・安全対策交付金事業  0円 

（事業内容） 

畜産経営のバイオセキュリティを向上させるため、防鳥ネット、動力噴霧

器、簡易更衣室、死体保冷保管庫、燻蒸庫、パスボックス、飲水消毒装置、

看板等の導入に必要な経費を支援する。 

（令和7年度実績） 実施なし 

（財源）国庫補助金、佐賀県補助金、生産者負担金 

 

 



２ 畜産物の安全や畜産経営の衛生指導及び調査に関する事業 6,027,000円 

（事業の目的） 

畜産物の安全・安心や畜産経営における家畜衛生に関する技術や意識の向

上を目的として、畜産農家や関係者を対象に、推進会議や検討会・講習会、

調査等を行う。 

 

（1）家畜防疫・衛生指導対策事業 5,063,000円 

（事業内容） 

地域の畜産農家の防疫活動強化を目的として、自衛防疫対策会議と地域に

おける防疫活動の演習の開催並びに農場HACCP構築のための普及推進協議会・

研修会等を開催するとともに具体的な取組み支援を行い農場の育成を図っ

た。 

（令和7年度実績） 

① 地域自衛防疫取組促進対策会議の開催 2回 

② 生産者段階の防疫演習 4か所 

③ 地域農場 HACCP認証構築指導農場 2農場 

④ HACCP普及推進協議会等の開催 1回 

（財源）(公社)中央畜産会補助金 

 

（2）馬飼養衛生管理特別対策事業 964,000円 

（事業内容） 

馬飼養衛生管理の向上を目的に、馬飼養実態調査や馬飼養衛生管理技術講

習会等を行った。 

（令和7年度実績） 

① 地域馬飼養管理体制整備委員会の開催 1回 

② 馬飼養衛生管理技術地方講習会の開催 1回 

③ 獣医療実態調査 15戸 

（財源）(公社)中央畜産会補助金 

 

 

 

 

 



３ 家畜伝染病まん延防止及び経営支援に関する事業 2,400,000円 

（事業の目的） 

家畜伝染病発生時の家畜防疫の徹底と経営再建を目指す生産者を支援する。 

 

(1) 家畜防疫互助基金支援事業 2,400,000円  

（事業内容） 

生産者積立金による基金を（公社)中央畜産会に造成し、家畜伝染病発生時

に家畜伝染病まん延防止のために家畜のとう汰を行った生産者に対して、基金

と（独）農畜産業振興機構補助金と合わせて交付し、家畜防疫の徹底と農家の

経営再建を図り、また、畜産協会は、事業の周知、生産者との契約締結、農家

拠出金の徴収及び交付金の交付などの業務を行った。 

＜事業実施期間＞ 令和6年度～令和8年度 

（令和7年度実績）  

① 推進会議の開催 

② 生産者との契約締結 

≪参考≫  家畜防疫互助事業加入状況  (単位:戸・頭、円) 

区 分  牛 豚 

契約戸数 399戸      22戸 

契約頭数 55,015頭 52,021頭 

生産者積立金 8,195,605円 4,963,430円 

生産者積立金合計 13,159,035円 

③ 豚生産者積立金追加納付 

 ・全国各地での豚熱の発生により基金が枯渇することが見込まれ生産者積立金の 

追加納付を実施した。 

≪参考≫  豚生産者追加納付状況  (単位:戸・頭、円) 

区分 契約者数 契約頭数 追加納付額 

豚 17戸 47,775頭 2,730,480円 

（業務再委託） 

事業内容の周知・連絡、事業申込み、生産者積立金、各種報告などの一部

事務について、生産者が属する4団体に再委託した。 

（ＪＡさが・ＪＡからつ、ＪＡ伊万里、佐賀県開拓畜産事業協同組合） 



（財源）中央畜産会委託費、生産者積立金 

 

 

４ 獣医師等の育成支援に関する事業 14,230,999円 

（事業の目的） 

安全安心な畜産物の安定供給のため、産業動物獣医師の確保・育成を図る。 

 

（1）獣医師養成確保修学資金給付事業 14,230,999円  

（事業内容） 

佐賀県内の産業動物獣医師等(産業動物獣医師や家畜伝染病の予防・まん

延防止を担う行政獣医師)の育成を目的として、獣医学を専攻する学生に修

学資金の給付を行った。 

 

（令和7年度実績） 

① 獣医学を専攻する学生に修学資金の給付 新規2名 継続5名 

 （財源）国庫補助金、佐賀県補助金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ  その他の事業（相互扶助等事業）１（他１） 1,631,490円 

（事業の目的） 

畜産振興を目的として、一般消費者及び畜産農家に対して、畜産や畜産物に

関する知識などの普及広報活動などにより、消費者の畜産に対する理解と畜産

団体と連携強化を図る。 

 

１ 馬事畜産振興推進事業 788,000円 (うち県協議会165,000円) 

（事業内容） 

馬事畜産振興協議会からの委託等により、関係団体等と連携し、地方競馬

（さがけいば）の支援、畜産や畜産物の普及・啓発を行った。 

（令和7年度実績） 

（１）馬事畜産振興協議会活動 788,000円 (うち県協議会165,000円) 

① 協議会の開催：1回 

② 畜産フェアの開催：2回(佐賀競馬場本場開催、ウェブ開催) 

③ 冠レースイベント：2回 

（２）その他フェア 

・さが8みつ試食・発売会 

・鶏卵消費拡大活動（佐賀インターナショナルバルーンフェスタ） 

・畜産フェアｉｎさが農業まつり 

（財源）馬事畜産振興協議会、佐賀県馬事畜産振興協議会 

 

２ 地方競馬支援対策事業 235,262円 

（事業内容） 

公営競馬の健全な運営並びに発展のため、佐賀競馬場の新規ファンの獲得

を目的に、ホームページや情報誌等に競馬情報の発信を行った。 

さらに、佐賀競馬場で開催した畜産フェアにおいて、県産畜産物や九州各

地の畜産物のPRを他県の畜産協会と連携し行い、畜産物の消費拡大を図った。 

（令和7年度実績） 

① 冠レースイベント：6回 

②  地方競馬及び畜産物のＰＲ：2回（ウェブde畜産フェア、ミルクウィーク） 

（財源）地方競馬全国協会補助金 



 

３ 県産畜産物ブランド確立対策事業 608,228円 

（事業内容） 

畜産団体等が開催する共励会等を支援し、家畜の改良や畜産経営技術の改善

の促進に努めた。さらに、本県の家畜の改良の度合いや方向性を確認するとと

もに一般消費者に対し本県畜産物の消費拡大や畜産への理解の醸成を図った。 

（令和7年度実績） 

① 出荷成績検討会：10回 

② 経営技術管理検討会：6回 

③ 家畜改良検討会：8回 

（財源）地方競馬全国協会補助金 

 

 

 

Ⅴ  その他の事業（相互扶助等事業）２（他２） 

（事業の目的） 

  畜産振興を目的として、畜産関連事業を実施する団体を支援する。 

 

１ 任意組織事務受託事業 

(1) 養蜂組合 

県内の養蜂を営む者が組織する佐賀県養蜂協同組合の事務全般を受託し

実施した。 

(2)養鶏協会 

県内養鶏関係団体及び養鶏農家が組織する佐賀県養鶏協会の事務全般を

受託し実施した。 

(3) 養豚協会 

県内養豚関係団体の 4 会員が組織する佐賀県養豚協会の事務全般を受託

し実施した。 

 

 

 



Ⅵ  法人業務 

 

１ 法人管理に関する事業  

 

(1)各種委託事業の実施 

中央団体、金融機関等からの調査依頼等の各種事業を実施した。 

 

(2)会員団体等の諸事業に対する協力 

① 本協会会員、市町、ＪＡその他各種団体が実施する事業について、これら団

体の要請に応じ、直接または間接的に協力した。 

② 畜産に関する資料・書籍等の斡旋のほか、講習・研修会等を行った。 

 

 


